
清泉女子大学における公的研究費及び研究活動に関する行動規範 

 

清泉女子大学（以下「本学」という。）において、公的研究に関わる全ての者は、一人ひとりが、

キリスト教の理念に基づく本学の教育研究の理念と高い倫理観に基づき、法令や関係規則およ

び学内の諸規程を遵守し、学術研究の適切なマネジメントに努め、広く社会の発展に寄与するよ

う努めなければならない。 

 

１．適切な研究活動 

 本学の教職員は、自らの研究活動の立案、計画、申請、実施、報告等の過程において、

研究データ、資料等の管理・保存等に関し、厳密な取扱いを徹底して、捏造、改ざん、盗

用等の不正行為を行ってはならない。 

 

２．研究費の適正使用 

本学の教職員は、公的研究費が国民の税金を原資とするものであることを認識し、社会

の信頼に応えるため、研究費ごとに定められた条件、ルール等を遵守し、細心の注意をも

って適正な使用に努めなければならない。 

 

３．不正行為の防止等 

 本学の教職員は、公的研究費の不正及び不適切な使用を防止するために、透明かつ現実

性のある管理・監査体制を整備し、不断に不正発生の要因除去に努め、別に定める公的研

究費の使用に関する「不正防止計画」に基づき行動しなければならない。 

 

４．人権の尊重及び個人情報の保護 

 本学の教職員は、本学におけるすべての研究活動において人権を尊重するとともに、研

究過程において入手した個人情報の保護に努めなければならない。 

 

５．利益相反 

 本学の教職員は、自らの研究活動において、個人と組織、あるいは異なる組織間の利益

の衝突に十分注意を払い、公共性に配慮しつつ適切に対応しなければならない。 
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